
新刊紹介

紅
野
謙
介
・
大
木
志
門
編

『
幻
世
紀
日
本
文
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
⑥

本
書
は
徳
田
秋
撃
の
経
歴
と
作
品
の
特
徴
、
な
ら
び
に
研
究
の
最
新
動

向
を
ま
と
め
た
入
門
書
で
あ
る
。
「
幻
世
紀
日
本
文
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

シ
リ
ー
ズ
の
趣
旨
文
が
標
傍
す
る
通
り
、
想
定
す
る
読
者
層
は
中
学
・
高

校
生
か
ら
研
究
者
ま
で
と
幅
広
い
。
従
来
は
「
自
然
主
義
作
家
」
と
し
て

の
秋
撃
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い
た
た
め
に
、
彼
の
自
然
主
義
・

私
小
説
系
の
作
品
に
関
す
る
研
究
は
深
化
し
て
い
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以

外
の
テ
ク
ス
ト
が
議
論
の
組
上
に
載
る
こ
と
は
希
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

二
O
O六
年
に
お
け
る
八
木
書
店
版
『
徳
田
秋
整
全
集
』
全
四
三
巻
の
完

結
を
境
に
、
秋
撃
研
究
は
一
転
機
を
む
か
え
る
。
以
前
は
論
及
さ
れ
る
機

会
の
少
な
か
っ
た
随
筆
や
通
俗
小
説
な
ど
が
明
る
み
に
出
さ
れ
た
こ
と

で
、
秋
替
の
も
つ
新
た
な
側
面
が
示
唆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
今

後
の
進
展
が
望
ま
れ
る
状
況
に
お
い
て
、
本
書
の
刊
行
は
時
宜
を
得
た
も

の
と
い
え
よ
、
っ
。

本
書
は
「
第
一
部
作
家
を
知
る
」
と
「
第
二
部
テ
ク
ス
ト
を
読
む
」

の
二
部
構
成
を
と
る
。
本
書
の
編
者
で
も
あ
る
紅
野
謙
介
氏
と
大
木
志
門

氏
が
担
当
す
る
第
一
部
は
、
秋
撃
の
経
歴
、
作
品
案
内
、
研
究
テ
l
マ
の

徳
田
秋
聾
』

安

海

井

洋

提
案
（
以
上
、
紅
野
氏
）
、
先
行
研
究
ガ
イ
ド
（
大
木
氏
）
を
お
さ
め
る
。

な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
研
究
テ
l
マ
の
提
案
と
研
究
ガ
イ
ド
で
あ
ろ

う
。
前
者
は
、
自
然
主
義
作
家
と
し
て
の
徳
田
秋
撃
と
い
う
一
面
的
な
作

家
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
、
多
種
多
様
な
秋
聾
像
を
描
き
出
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
明
治
コ
一

0
年
代
、
文
筆
活
動
の
出
発
期
に
お
い
て
、
秋
撃
は
英
米
文

学
や
そ
の
他
言
語
に
よ
る
作
品
の
英
訳
を
も
と
に
多
数
の
翻
案
作
品
を
発

表
し
て
い
た
。
外
国
文
学
と
の
接
触
の
体
験
が
彼
の
創
作
に
与
え
た
影
響

に
関
し
て
は
、
今
後
い
っ
そ
う
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
後
者
は

秋
撃
に
関
す
る
先
行
研
究
の
動
向
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
単
に
題
目

と
掲
載
媒
体
、
掲
載
時
期
の
み
を
列
挙
し
た
だ
け
の
文
献
リ
ス
ト
に
と
ど

ま
ら
ず
、
筆
者
が
各
文
献
へ
の
評
価
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
秋
整
研
究
史
を
通
時
的
に
展
望
し
た
ガ
イ
ド
の
発
表
は
約
三

O
年

振
り
で
あ
り
、
今
後
こ
の
作
家
を
論
じ
る
際
に
は
必
ず
参
照
さ
れ
る
論
考

の
ひ
と
つ
と
な
る
だ
ろ
、
っ
。

続
く
第
二
部
は
大
木
氏
を
含
め
た
五
名
の
論
者
に
よ
る
秋
養
研
究
の
実

践
編
で
あ
る
。
大
杉
重
男
氏
は
『
新
世
帯
』
、
「
徽
』
、
『
煉
』
な
ど
の
代
表
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的
な
新
関
連
載
小
説
に
、
高
浜
虚
子
や
夏
目
激
石
と
い
っ
た
編
集
者
の
介

入
の
痕
跡
を
読
み
と
る
。
小
林
修
氏
は
短
篇
「
フ
ア
イ
ヤ
・
ガ
ン
」
の
消

火
器
を
め
ぐ
る
喜
劇
が
実
は
関
東
大
震
災
時
の
流
言
に
対
す
る
秋
撃
の
皮

肉
を
内
包
し
て
い
た
こ
と
を
実
証
す
る
。
大
木
氏
は
「
自
然
主
義
」
、
「
私

小
説
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
語
ら
れ
る
機
会
の
多
い
秋
撃
が
、
明
治
四
0
年

代
に
初
め
て
「
自
己
表
象
テ
ク
ス
ト
」
を
確
立
す
る
ま
で
の
過
程
を
主
に

文
体
の
観
点
か
ら
再
現
す
る
。
梅
津
亜
由
美
氏
は
近
代
小
説
の
も
つ
物
語

構
造
を
相
対
化
す
る
『
徽
』
の
語
り
の
実
相
を
明
ら
か
に
す
る
。
西
田
谷

洋
氏
は
短
篇
「
花
が
咲
く
」
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
支
え
る
レ
ト
リ
ッ
ク
に
分

析
を
加
え
る
こ
と
で
、
そ
の
裏
に
隠
蔽
さ
れ
た
女
性
人
物
の
声
を
聴
き
と

る。
本
書
が
提
示
し
た
徳
田
秋
撃
を
め
ぐ
る
論
点
は
、
新
開
メ
デ
ィ
ア
、
通

俗
小
説
、
代
作
、
翻
訳
と
翻
案
、
文
壇
、
リ
ア
リ
ズ
ム
、
自
己
表
象
、
災

害
、
盛
り
場
、
政
治
家
と
の
交
流
、
ジ
エ
ン
ダ
ー
な
ど
、
実
に
多
岐
に
わ

た
る
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
戦
前
、
戦
中
と
近
代
を
丸
ご
と
蔽
う
年
月
を

生
き
、
晩
年
ま
で
多
く
の
文
学
者
と
の
関
わ
り
を
保
っ
て
い
た
秋
撃
は
、

い
わ
ば
近
代
文
学
史
の
結
節
点
と
も
い
う
べ
き
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
書
の
最
大
の
功
績
は
、
未
解
明
の
部
分
が
少
な
く
な
い
秋
撃
と
い
う
研

究
の
沃
野
を
、
多
く
の
読
者
に
向
け
て
開
放
し
た
点
に
あ
る
。
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（
や
す
い
・
み
ひ
ろ
名
古
屋
大
学
大
学
院
生
）




